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職種
(いずれかに

○)

※保険体育免許状で共通Ⅱ・Ⅲ集合講習免除を申請する場合は、会場番号の欄にいずれも「保体」と記入してください。

平成30年度 公認上級コーチ・上級教師養成講習会
受講希望者個人調書

競技名 陸上競技 競技種目

ローマ字氏名
（大文字） TAIKYO TARO

性別 生年月日
ふりがな たいきょう　たろう

氏　名 体協　太郎 男　 ・　 女
西暦（年齢は4月1日現在）

　1980 年 4 月 1日 （満 38 歳）

連絡先
（資料送付先）
※都道府県から記

入

〒 150 － 8050 TEL 03-3481-22●●

東京都渋谷区神南 1-1-1
コーポ○○ 305号室

FAX 03-3481-24●●

携帯TEL 09-1234-5678

携帯アドレス j-sports@keitai.ne.jp

メールアドレス
□携帯アドレスと同じ

taikyo@--------.or.jp

勤務先名
○○県立
△△高等学校

・小学校教員　　・中学校教員　　・高校教員
・大学・高専教員　　・公務員　　・会社員(団体職員含む)
・工員・商店員　　　・農業・漁業　　　・医師
・自由業(弁護士・僧)　　・団体役員　　・商工自営
・主婦　　・学生　　・無職　　・その他

中央競技団体での役職 都道府県競技団体での役職

第1希望 第2希望

第　　　1　　会場 第　　　3　　会場
　　第　　1　　会場

　　都市： 東京
　　第　　6　　会場

　　都市： 名古屋

指導しているチーム・競技者の年齢層 　小学生　・　中学生　・　高校生　・　大学生　・　社会人　・　その他（　　　　　　　　　　　　　）

指導しているチーム・競技者のレベル 　国際大会レベル　・　全国大会レベル　・　県大会レベル　・　その他（　　　　　　　　　　　　　）

競技者育成実績
現在までの指導活動において、過去にあなたが育成に携わった競技者が、現在国際競技レベルや国内トップレベル等で活躍している場合、
選手名やその選手の現在の競技レベル（参加大会名や順位等）、指導に関わった期間などについてご記入ください。（該当選手がいない場合は、記入不要です）

共通科目集合講習会
受講希望会場

共通科目Ⅳ集合講習会 共通科目Ⅱ･Ⅲ集合講習会　※
第1希望 第2希望

体協　花子（現水泳日本代表）を高校1年～3年まで指導

【必ずご記入ください】　該当する番号を○で囲み、該当項目の右の部分に詳細をご記入ください。

1

過去の国際競技大会に監督またはコーチとして帯同した経験がある

大会名：　世界水泳 東京大会　（　　20●●　年開催）

2

近々国際競技大会に監督またはコーチとして帯同する予定がある。

大会名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　　　　　　　年開催）

3

競技団体において競技力向上方策の開発・研究に携わっている、またはこれから携わる予定がある

具体的な役割・立場（これからも含めて）などをご記入ください

4

競技団体において国際的な最新情報の収集・分析の役割を担っている、またはこれから担う予定がある

具体的な役割・立場（これからも含めて）などをご記入ください

受講動機（具体的にご記入ください）

以上の理由から受講を希望する。

合格者情報（氏名・競技名・所属都道府県）の掲載・提供について
了承する　　　・　　　了承しない日体協ＨＰ並びに報道機関各社への情報掲載・提供を

http://www.japan-sports.or.jp/Portals/0/data/ikusei/doc/Coach/2018_h30/tebiki_adcoach_tyousyo.xls


該当するものに○

資格名 公認水泳指導員

登録番号 0123456

有効期限 20●●年9月30日

2．免除適応コース共通科目修了証明書取得者

※中学校教諭または高等学校教諭の保健体育免許状（一種・専修）保有者は、共通科目Ⅰ～Ⅲの集合講習が免除となります。
　 共通科目の検定試験は受験必須です。免除に関する詳細については、「受講の手引き」をご確認ください。
※複数の免除申請を組み合わせる場合は、「その他」に具体的に記入してください。
※太枠内の事項すべてをご記入ください。記入・捺印漏れの申込書は受付いたしませんので十分ご注意ください。

集合講習免除 ※
（共通Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ）

＜共通科目の免除＞

　申請する　　　　　・　　　　申請しない

免除要件

1．公認スポーツ指導者

3．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

＜専門科目の免除＞
詳細は必ず中央競技団体に確認してください

　申請する　　　　　・　　　　申請しない

※免除申請者は、必ず免除証明書類の写しを裏面に貼付または同封してください。証明書類のない免除申請は認められません。

免除申請（共通科目・専門科目）

※携帯アドレスは、講習会や検定試験開催期間中などにおいて、災害発生の際携帯電話の通話ができなくなった場合に連絡する
ためのものであり、通常の連絡で使用することはありません。

以下の項目については、中央競技団体及び日本体育協会が記入します。

中央競技団体からの推薦文

（推薦理由：具体的にご記入下さい）

推薦者名         神南 一郎        印

推薦者役職　　日本水泳連盟 強化委員会 委員長

【日本体育協会・中央競技団体記入】　共通科目・専門科目免除審査結果（該当するものに○）

＜共通科目の免除＞
共通Ⅰ　　・　　共通Ⅱ　　・　　共通Ⅲ　　・　　共通Ⅳ 免除内容

確認者　　　　・　　　　　免除なし

登録証は両面の写しを貼付してください。

＜専門科目の免除＞
全て　　・　　一部 免除内容

確認者免除なし

■　免除申請に伴う保有資格等登録証を貼付してください（二つ折り可）　■



スポーツ指導者の活動に関する調査 

 

 

公認スポーツ指導者養成講習会への申込みにあたり、下記事項にもお答え下さい。 

 

Q1 あなたが講習会を受講する理由は何ですか。（あてはまるものすべてに☑） 

□１．自身の資質向上のため 

□２．社会的認知を得るため 

□３．周りの人からの薦めで 

□４．競技団体の薦めで 

□５．大会出場に必要なため 

□６．指導対象者に認めてもらうため 

□７．将来のスポーツ指導のため 

□８．その他（             ） 

------------------------------------------------------------------------------------ 

上記 1～8の中で本講習会受講の最大の理由を 1つ選び、その項目の番号をお答えください。 

最大の理由・・・（    ） 

 

 

 

Q2 過去 1年間に少なくとも 1 回以上、スポーツ指導を行いましたか。 

□A.行った    

 

□B.行っていない 

（過去 1 年間には行っていないが、それ以前に行っていた） 

 

□C. 行っていない 

（これまで指導を行ったことがない）               

 

  



   

Q3 下記項目について、Q2 で「A」を選択した方は「現在の指導状況」を、「B」・「C」を選択した方は 

「今後どの場所・領域で活動することを想定しているか」についてお答えください。 

指導場所 

（あてはまるものすべてに☑） 

□１．公共の施設   

□２．総合型地域スポーツクラブ 

□３．小・中・高校の学校施設 

□４．大学・高専等の学校施設 

□５．民間の施設 

□６．職場の施設 

□７．個人宅（自宅を含む） 

□８．福祉・医療施設 

指導領域 

（あてはまるものすべてに☑） 

□１．地域スポーツ ［少年団・総合型地域スポーツクラブを含む］ 

□２．中学校スポーツ 

□３．高校スポーツ 

□４．大学・高専等スポーツ 

□５．プロスポーツ ［チーム・個人を含む］ 

□６．企業スポーツ ［実業団契約社員・嘱託等を含む］ 

□７．商業スポーツ ［フィットネスクラブ・スイミングスクール・体操教室等］ 
□８．スポーツ組織・施設運営 ［体育協会、体育館・スポーツセンター等］ 

□９．福祉・医療関係 

指導対象(世代等) 

 （あてはまるものすべてに☑） 

□１．～幼児  

□２．小学生  

□３．中学生  

□４．高校生 

□５．大学生・専門学校生  

□６．社会人  

□７．高齢者 

指導対象(性別) 

 （あてはまるものすべてに☑） 
□１．男性  □２．女性 

指導対象(レベル) 

（あてはまるものすべてに☑） 

□１．初心者  

□２．初級者  

□３．中級者  

□４．上級者 

 

Q2 で B・C を選択した方は終了です。 

Q2 で A を選択した方はQ4 をお答えください。 

 

  



   

※Q2 で A を選択した方のみご回答ください。 

Q4 下記項目について、「今後どの場所・領域で活動したいか」をお答えください。 

指導場所 

（あてはまるものすべてに☑） 

□１．公共の施設   

□２．総合型地域スポーツクラブ 

□３．小・中・高校の学校施設 

□４．大学・高専等の学校施設 

□５．民間の施設 

□６．職場の施設 

□７．個人宅（自宅を含む） 

□８．福祉・医療施設 

指導領域 

（あてはまるものすべてに☑） 

□１．地域スポーツ ［少年団・総合型地域スポーツクラブを含む］ 

□２．中学校スポーツ 

□３．高校スポーツ 

□４．大学・高専等スポーツ 

□５．プロスポーツ ［チーム・個人を含む］ 

□６．企業スポーツ ［実業団契約社員・嘱託等を含む］ 

□７．商業スポーツ ［フィットネスクラブ・スイミングスクール・体操教室等］ 
□８．スポーツ組織・施設運営 ［体育協会、体育館・スポーツセンター等］ 

□９．福祉・医療関係 

指導対象(世代等) 

 （あてはまるものすべてに☑） 

□１．～幼児 

□２．小学生 

□３．中学生 

□４．高校生 

□５．大学生・専門学校生 

□６．社会人 

□７．高齢者 

指導対象(性別) 

 （あてはまるものすべてに☑） 
□１．男性  □２．女性 

指導対象(レベル) 

（あてはまるものすべてに☑） 

□１．初心者 

□２．初級者 

□３．中級者 

□４．上級者 

 

 

 

 

 

 

本講習会受講希望者個人調書に記載いただいた個人情報は、公認スポーツ指導者育成団体が共同利用

することとし、本講習会の運営・管理および諸連絡に使用します。  

また、スポーツ指導者の活動に関する調査にて取得した情報は、個人が特定されないで集計し、個人

名が特定されるような公表をすることはいたしません。 

日本体育協会は、本講習会における受講管理を業務委託いたします。業務委託先とは、個人情報保護

に関する覚書を締結し、個人情報の取扱いについては、十分注意を払っております。  

本会個人情報取り扱いについて⇒http://www.japan-sports.or.jp/privacypolicy/tabid/102/Default.aspx 



共通科目および講習会全般に関するお問い合わせ

公益財団法人日本体育協会スポーツ指導者育成部
メール：coach@japan-sports.or.jp
TEL：03-3481-2226
受付時間 9:30～17:30 （12:00～13:00、土日祝日除く）

専門科目講習会に関するお問い合わせ
（「上級教師」養成競技団体）

※団体によっては、別途連絡先を設けている場合もございます。

2018年1月時点

団体名 郵便番号 住所 電話番号

日本エアロビック連盟 140-0011 品川区東大井5-7-10 クレストワン3F 03-5796-7521

日本スイミングクラブ協会 101-0061 千代田区三崎町2-20-7 水道橋西口会館5階 03-3511-1552

全日本スキー連盟 150-8050 渋谷区神南1-1-1 岸記念体育会館3F 03-3481-2315

日本テニス協会 150-8050 渋谷区神南1-1-1 岸記念体育会館4F 03-3481-2321

日本プロゴルフ協会 105-0002 東京都港区愛宕1-3-4 愛宕東洋ビル2F 03-5472-5585

日本プロスキー教師協会 104-0032 中央区八丁堀2-2-9 コバキンビル3F 03-5542-5907

日本プロテニス協会 108-0074 東京都港区高輪４丁目２３－８ ＺＩＯＮ ＰＬＡＺＡ５階 03-5791-1965

全日本ボウリング協会 108-0014 港区芝4ｰ4ｰ10 ｻﾝﾗｲｽﾞ長井ﾋﾞﾙ8F 03-3452-4501

日本水泳連盟 150-8050 渋谷区神南1-1-1 岸記念体育会館4F 03-3481-2306



日本体育協会公認スポーツ指導者登録状況
（201７年10月現在）

表３．競技・資格別登録者数 （人）

指導員 上級指導員 コーチ 上級コーチ 教師 上級教師

1 陸上競技 2,732 85 884 227 - - 3,928
2 水泳 9,740 1,467 2,620 805 2,273 470 17,375
3 サッカー 28,866 - 4,799 2,273 - - 35,938
4 スキー 659 2,390 98 14 289 317 3,767
5 テニス 2,391 1,304 334 244 353 141 4,767
6 ボート 402 2 285 75 - - 764
7 ホッケー 136 0 508 93 - - 737
8 ボクシング 7 - 298 17 - - 322
9 バレーボール 14,680 826 599 429 - - 16,534
10 体操 593 167 1,080 67 - - 1,907
11 バスケットボール 8,643 103 684 187 - - 9,617
12 スケート 378 - 202 54 77 - 711
13 レスリング 297 1 1 22 - - 321
14 セーリング 307 122 133 80 - - 642
15 ウエイトリフティング 144 - 132 50 - - 326
16 ハンドボール 1,027 43 512 85 - - 1,667
17 自転車競技 255 1 300 45 - - 601
18 ソフトテニス 2,533 363 275 19 - - 3,190
19 卓球 1,458 1,050 590 83 - - 3,181
20 軟式野球 2,147 - 254 - - - 2,401
21 相撲 266 - 0 - - - 266
22 馬術 54 - 345 - - - 399
23 柔道 396 - 373 45 - - 814
24 ソフトボール 11,891 690 273 64 - - 12,918
25 フェンシング 422 - 96 47 - - 565
26 バドミントン 2,225 448 330 69 - - 3,072
27 弓道 4,365 399 78 - - - 4,842
28 ライフル射撃 7 0 239 18 - - 264
29 剣道 1,614 272 - - - - 1,886
30 近代五種 - - 19 5 - - 24
31 ラグビーフットボール 963 56 767 123 - - 1,909
32 山岳 905 987 52 65 - - 2,009
33 スポーツクライミング 368 91 17 - - - 476
34 カヌー 168 6 274 23 - - 471
35 アーチェリー 700 17 41 - - - 758
36 空手道 2,428 1,230 620 401 - - 4,679
37 アイスホッケー 346 - - 4 - - 350
38 銃剣道 748 44 - - - - 792
39 クレー射撃 354 - 3 - - - 357
40 なぎなた 967 93 120 32 - - 1,212
41 ボウリング 768 6 141 7 0 - 922
42 ボブスレー・リュージュ・スケルトン - - 8 8 - - 16
43 綱引 62 - - - - - 62
44 ゲートボール 1,253 0 - - - - 1,253
45 カーリング 357 89 - - - - 446
46 パワーリフティング 193 0 - - - - 193
47 グラウンド・ゴルフ 192 - - - - - 192
48 トライアスロン 298 - - - - - 298
49 ゴルフ 182 - - - - - 182
50 バウンドテニス 46 2 - - - - 48
51 エアロビック 677 52 0 26 11 - 766
52 バイアスロン 2 - 30 2 - - 34
53 ドッジボール 17 - - - - - 17
54 チアリーディング 0 0 0 - - - 0
55 ローラースポーツ 0 - - - - - 0
56 ダンススポーツ 233 - 71 - - - 304
57 アメリカンフットボール 308 - 3 - - - 311
58 プロゴルフ - - - - 105 117 222
59 プロテニス - - - - 142 132 274
60 プロスキー - - - - 32 77 109
61 スクーバ・ダイビング 394 77 - - - - 471
62 その他 43 - - - - - 43

111,607 12,483 18,488 5,808 3,282 1,254 152,922
＊同一資格で異なる競技を有する場合にはそれぞれの競技に１人分を計上。

＊：「-」は現在養成を行っていない資格・競技。

合計

　

資格

指導員 コーチ 教師
合計



安全で、正しく、楽しいスポーツ活動の場を確保するために
• スポーツに対して情熱を持ち、常にプレーヤーを最優先し、何事にも前向きに取り組む
•すべてのプレーヤーに常に公平な態度で接し、また活動に参加したくなるような雰囲気を作る
•すべてのプレーヤーの個性や長所を見つけ、伸ばす
•一方的、強制的な指導にならないよう、コミュニケーションスキルを高め、活動のねらいや内容
をプレーヤーと共有する

•発育発達段階や技能レベルに即して指導の内容と方法を工夫する
•プレーヤーの健康状態に注意をはらい、ケガや病気を起こさないよう配慮する
•天候や活動場所の整備状況、道具・用具の手入れや施設の破損確認などに配慮する

公認スポーツ指導者育成の基本コンセプト

日本体育協会及び加盟団体等は、「スポーツ立国」の実現を目指し、
生涯を通じた快適なスポーツライフの構築を図ることを通して、望ましい社会の
実現に貢献するため、その推進の中心となるスポーツ指導者を育成する。

「スポーツ立国」
スポーツの持つ力が、望ましい地域社会の実現に貢献するとともに、スポーツにかかわる自立・自律した人々の主体的かつ
自治的なスポーツ実践や運動（ムーブメント）を通して、国内はもとよりアジア近隣諸国から地球規模へと拡がることによって、
「スポーツ宣言日本」が目指す社会像の実現に寄与していくこと。

日本体育協会
公認スポーツ指導者とは

日本体育協会及び加盟団体等が、
公認スポーツ指導者制度に基づき
資格認定する指導者とは、常にプ
レーヤーを最優先するというスタン
スに立ち、スポーツ医・科学の知識
を活かし、「スポーツを安全に、正し
く、楽しく」指導し、「スポーツの本質
的な楽しさ、素晴らしさ」を伝えるこ
とのできる者である。

望ましい
公認スポーツ指導者とは

公認スポーツ指導者は、日常の「生活／
暮らし」にスポーツを取り入れることによって
「豊かな人生」を得られることを広く一般に
定着させるとともに、「仲間と楽しく行いた
い」「うまくなりたい、強くなりたい」さらに「健
康になりたい、長生きしたい」という欲求に
応えられるよう、その実現に向けて「サポー
トする」活動を通して、望ましい社会の実現
に貢献するという役割を持つ。
また、常に自己研鑽を図り、自ら成長・発
展するとともに、社会的評価が得られるよう
努力することが重要である。




